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研究成果の概要（和文）：本研究の主な目的は、ネイティブ語学教師が異文化環境で教える際にその職業倫理がどのよ
うに機能しているかということを記述し、モデル化することである。異文化環境で教える語学教師の職業倫理にはどの
ような特徴があるのか、どのような価値観や規範、原則に基づいて教師は自分たちの教育活動に方向性を与えているの
だろうか、彼らの職業倫理とはどのようなものなのか。これらの疑問に対する答えを得るために、フランス語ネイティ
ブ教師及び日本語ネイティブ教師を対象に日本とフランスでインタビュー調査を行い、その結果を分析した。

研究成果の概要（英文）：The main purpose of this research is to describe and create a model of how 
professional ethics function when native teachers of languages are teaching in different cultural 
environments. What are the features of the professional ethics of native teachers of languages, what kind 
of values, standards and principles do they apply to the directionality of their teaching activities, and 
what kind of professional ethics do they have? In order to get responses to these questions, I conducted 
an interview survey targeting French native teachers and Japanese native teachers in Japan and France.

研究分野： フランス語教育
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１．研究開始当初の背景 
（１）研究の背景 
異文化環境における言語文化教師の問題

に関する考察は、今日異文化アプローチが主
流である。1980 年代から 1990 年代にかけて
語学教育に導入された異文化アプローチは、
異なる文化が交流する際の衝突を避けるこ
とを目的としているため、異なる文化を持つ
２人の一時的な出会いの場における行動に
対する指針が有効的に示されても、ある期間
行動を共にし、衝突の可能性も孕んだ教育上
のより深い教師と学生の関係について考察
するのには十分ではない。また、教師教育の
観点から言えば、異文化アプローチというの
は、処方論的すなわち、異文化交流の際に取
り入れるべき価値観や行動の規範について
述べたものである。しかし、教育学の分野で
は、どのような行動をとるべきかという規範
を教師に与えることよりも、教師が自分たち
の態度を正当化する能力を伸ばすことの重
要性が指摘されている（Desaulniers 2006）。
本研究でも、この、教師が自分たちの態度を
正当化する能力を伸ばせるようになること
を最終的な目的とし、語学教育の分野に属す
る研究ではあるが、教育学における職業倫理
を概念的な拠り所としていく。 
「教師は何をすべきか」「何をするべきだ

ったのか」「どこまで対応してよいのか」と
いった教育現場におけるこうした平凡では
あるが決定的な疑問に対する答えを見つけ
ようと、教師は様々な価値観や原則や基準を
参考にするのであるが、価値観等は各人が属
する文化（家族・社会・宗教）によって異な
るものであるし、時代によっても異なるもの
である。宗教的権威や政治的権威が弱体化し、
個人主義と価値観の多様化が進む現在、倫理
の問題は重大性を増してきている。特にアメ
リカ合衆国やカナダ・ケベック州においては、
教師の職業倫理に関する研究は、現在、教育
学における重要な研究分野となっている。教
育学では大きく発展中の研究分野になって
いる教師の職業倫理であるが、語学教育には
あまり活用されていない。倫理面の研究や考
察が幾つかおこなわれたものの、思想的で、
教師の倫理的課題を明らかにするというよ
りも、服務義務に関する考察を促そうとする
ものが殆どである。本研究は、語学教育にお
ける教師の職業倫理について考察するもの
である。教師の職業倫理に関する研究は、規
範的研究と記述的研究に大別できる。前者は、
主に教育の目的についての考察が行われ、後
者は、実際に教師が感じている倫理的課題の
概念化を目指している。教育学の分野では、
規範的研究に基づいた論文は多く発表され
ているが、記述的研究で教師の職業倫理につ
いて研究したものは非常に少ない。 

 
（２）研究の独自性 
本研究の独自性は、以下の3点である。 

1．語学教師の職業倫理に関する研究である

こと、2．記述的分析によるものであること、
3．異文化環境で教える教師の職業倫理に関
する研究であること。上述のように、語学教
育における職業倫理に関する研究はほとん
どない。しかし、Blanchet（1998）の指摘に
もあるように、語学の習得はアイデンティテ
ィー確立のメカニズムと関係があるため、語
学教育は倫理的な視点から考える必要があ
る。また、教師の職業倫理の記述を目的とし
た語学教育研究は管見の限り見当たらない。 
最後に、教育学の分野において、教師の職業
倫理をテーマにした研究は幾つか行われて
いるが、異文化環境という特殊な教育の問題
については取り上げられていない。しかしな
がら、「教師の職業倫理」を「応用倫理」す
なわち「実際の状況における物事の決定に焦
点が絞られた倫理」と考えれば、教師が教え
ている異文化環境は、その倫理の特殊性を作
り上げる決定的要素となると思われる。 
 
２．研究の目的 
本研究の主な目的は、語学教師が異文化環

境で教える際にその職業倫理がどのように
機能しているかということを記述し、モデル
化することである。異文化環境で教える語学
教師の職業倫理にはどのような特徴がある
のか、どのような価値観や規範、原則に基づ
いて教師は自分たちの教育活動に方向性を
与えているのだろうか、彼らの職業倫理とは
どのようなものなのか。これらの疑問に対す
る答えを得るために、フランス語ネイティブ
教師及び日本語ネイティブ教師を対象に日
本とフランスでおこなうインタビュー調査
の結果を分析する。 
最終的には、異文化環境で言語文化教師が

直面している課題を明確化し、教育活動の方
向付けを助けるツールを提案し、教師教育に
貢献することを目指す。 
 
３．研究の方法 
（１）研究の枠組み 
本研究は、異文化環境で教える語学教師の

問題に関する一連の研究（Antier 2009, 
Antier 2010a, 2010b, Antier 2011a, 2011b）
の内容を発展させたものである。Antier
（2009）において、日本の大学で教えるフラ
ンス語ネイティブ教師に対しておこなった
調査の結果を分析した結果、彼らの教育活動
において多く実践されている５つの倫理の
柱が特定できた。その柱とは、「真実性」「他
者性」「妥協」「信頼」「知識」の５つである。
Morin（2005）の「反復の原理」に基づき、
倫理に関する考察や実践結果の分析を容易
にするため、図１のようなモデルを提案した。
本研究は、インタビュー調査を行い、そのデ
ータを質的に分析することで、このモデルの
妥当性を検証し、必要があれば、改善、修正
を加えることを目指す。 
研究期間内に行った内容は、次の５つのス

テップに分けることができる。（1）本研究の 



図1 異文化環境で教える教師の倫理 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
目的及び仮説に基づいた「インタビュー調査 
質問表」の作成、（2）日本及びフランスにお
けるインタビュー調査の実施、（3）インタビ
ュー調査の録音記録の文字化、（4）語学教育
現場において多く実践されている倫理基準
の特定及び記述のためのデータ分析、（5）異
文化環境で教える語学教師の職業倫理のモ
デル化、である。 
 
（２）調査方法 
インタビュー調査は、日本とフランスで行

った。インタビュー調査対象者の内訳は、表
1に示す通りである。 
 

表 1 インタビュー調査対象者の内訳 
 

 
 
Antier（2009）では、日本で教えているフラ
ンス語ネイティブ教師を対象に調査を行い、
そのデータから、語学教師の倫理基準を幾つ
か特定することができたが、機能について記
述するにはデータが十分ではなかった。本研
究では、量的及び質的に調査方法を充実させ
るため、日本で教えるフランス語ネイティブ
教師だけでなく、フランスで教えるフランス
語ネイティブ教師、フランスで教える日本語
ネイティブ教師を対象に新たにインタビュ
ー調査を行う。調査対象者に、日本 vs フラ
ンス、他文化で教えること vs 自文化で教え
ること、フランス人教師 vs 日本人教師とい
った観点を加えることで、より普遍的なモデ
ルの提案を目指した。そして、異文化環境で
教える語学教師に共通する職業倫理が存在
するという仮説を立てた。 
 
（３）分析方法 
インタビュー調査録音データの分析には、

Glaser＆Strauss（1967）において考案され、
Paillé（1994）が進化させた分析方法、グラ
ウンデッド・セオリー・アプローチを用いる

予定であった。しかし、インタビュー調査を
分析後得られた仮説を検証するために新た
な質問項目を加えるという、調査と分析を並
行して進める研究手法は、海外で一度にデー
タを収集する本研究には適していなかった。
そのため、すべてのデータを同一のテーマで
まとめて分析するという手法に変更した。分
析には、インタビューデータから抽出した要
素を、職業倫理という観点からカテゴリー化
し、分類するという手法をとった。 
その結果、「真実性」「他者性」「妥協」「信

頼」「知識」という 5 つの柱からなる、異文
化環境で教える言語文化教師の職業倫理モ
デルは、概ね妥当であることが分かった。し
かし、さらなる検証や細分化は今後の課題と
する。 
 

４．研究成果 
 本研究では、フランスと日本において、異
文化環境で教えるネイティブ言語文化教師
に対して、インタビュー調査を行い、職業倫
理の観点から、「真実性」「他者性」「妥協」「信
頼」「知識」の 5 つの柱に基づく職業倫理モ
デルを枠組みとして、インタビューデータの
分析を行った。その結果、修正やさらなる細
分化の必要性はあるものの、本モデルの妥当
性は検証できた。 
また、本インタビュー調査の結果分析を通

して、興味深い示唆が得られた。それは、教
師による学習者母語の利用の有用性と学習
者の教育文化を知ることの重要性である。 
教師による学習者母語（日本の場合は日本

語）の使用という選択は、学習者に安心感を
与えるという倫理的な必要性と、二つの言語
文化が接触する際の摩擦を避けるという必
要性に応えるための手段として用いられる。
その一方で、ネイティブ教師として目標言語
を使うべきであるという教師側の教授法観
と、さらに、目標言語を話す者であるという
一般的に求められる教師像からは矛盾する
ものである。このようなディアレクティーク
な関係にあるものとして、学習者母語の使用
は位置づけられるということが、インタビュ
ー結果から実証的に明らかになった。学習者
の母語使用に関する研究は、従来、様々な先
行研究が行われてきたが、職業倫理の観点か
らの指摘ができたことは、本研究の意義であ
る。 
また、学習者の教育文化を知ることは、学

習者の学習態度の解釈を可能し、教師が学習
者の教育文化に適応できるということにつ
ながるという点で、有効である。これは、職
業倫理モデルの枠組みでは、「他者性」と「知
識」の指針に関わるものである。近年の異文
化間教育研究の主流となっているのは、学習
者の文化的背景を知ることよりも、個人の特
性と出会うことが重要であるという考え方
である。その考え方によると、学習者の文化
的背景知識を知ることによって、教師がステ
レオタイプ的な固定観念を作ってしまい、個

 
調査協力者の区分 

予定人数 

日本 フランス 

外国語としてのフランス語を教
えるフランス人教師 ６ ６ 

外国語としての日本語語を教え
る日本人教師 ０ ６ 



人の特性を知る際の障害になるというもの
である。しかし、本研究のインタビュー調査
結果で明らかになったことは、学習者の教育
文化的背景を知ることは、学習者個人の学習
態度を理解するうえで助けとなるというこ
とである。このことは、教師研修において取
り入れるべき項目であると思われる。このこ
とは、日本とフランスのような、教育文化的
な差異の距離の大きい文化同士の場合に特
にいえることである。 
今後、異文化環境で教える言語文化教師が

倫理について考える必要があるということ
がもっと認知されなければならないであろ
う。実際に、職業倫理に関する教師研修の要
望も出てくると思われる。本研究の成果は、
異文化環境で教える教師の指標を作るため
の基礎的な資料を提供できたのではないか
と思われる。 
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